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図 1：リポソーム脂質膜中の trans-スチルベンの

けい光減衰曲線。赤線が測定値、青線が二重指

数関数による近似曲線を示す。マジックアング

ルでの測定。 
 

図 2：trans-スチルベンの異性化反応速度定数と

粘度の関係。図中の数字は炭素数を示す。 
 

図 3：リポソーム脂質膜中の trans-スチルベンの

けい光異方性の減衰曲線。赤線が測定値、青線

が二重指数関数による近似曲線を示す。 
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s-1)とから trans-スチルベンの異性化反応速

度定数 kisoを算出した。アルカン中での

trans-スチルベンの kisoと粘度の関係（既知）

から脂質膜中の trans-スチルベン近傍の粘

度を見積もった（図 2）。見積もられた粘度

はそれぞれ、τ1について 2.0 mPa s、τ2に

ついて 320 mPa s となり、リポソーム脂質

膜中にはアルカンに近い粘度をもつ環境と、

それと比べずっと粘稠な環境が共存してい

ることが示唆される。 
 
 直線偏光した励起光によって誘起される

けい光異方性 r 

の減衰速度は、溶媒の粘度に依存する。ただ

し と はそれぞれ励起光の偏光方向と平

行および垂直方向に偏光したけい光の強度

である。脂質膜中の trans-スチルベンのけい

光異方性の減衰曲線を測定した結果、けい光

異方性の減衰曲線も二重指数関数でよく近

似できた（図 3）。得られたけい光異方性の

減衰速度は、アルカン中の trans-スチルベン

のものと同程度の成分(20 ps)と、その約 20
倍遅い成分(430 ps)の二成分であった。この

結果からもリポソーム脂質膜中にはすくな

くとも二種類の環境があると推測できる。 
 
今回の二種類の実験結果は、いずれも脂質

二重膜中にはアルカンと同程度の粘度を持

つ環境と、その百倍以上の粘度を持つ環境の

二種類が存在すると仮定するとよく説明さ

れる。trans-スチルベン近辺のリポソーム脂

質膜は二種類かそれ以上の環境から成る、不

均一な化学反応場であることがわかった。 
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